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互層軟質岩盤の力学特性を岩石試験から求める

原子力発電所の地盤の耐震安定性検討

原子力発篭所は、 想定される最大規模の地籐に対しても、 安全性を十分確保した設

計とする必要がある。 この設計に当たり 、 地盤の耐震安定性の検討は重要な課題と

なっている。 今回、 岩石試験と岩盤試験の結果から、 互阻軟質岩盤の岩盤物性は、

岩石物性を用いた力学モデルにより表現できることを明らかにした。 これにより、

節理（割れ目）が力学特性に及ぼす影響の少ない軟質岩盤においては 、 岩石物性を

用いた地盤の安定性検討手法が有効であると確認された。

1 原子力発電所の地盤に

求められるもの

原子力発電所は放射性物質を内蔵し

ていることから、 その設箇に当たって

は、 国の厳重な「安全審壺」が行われ

る。 殊に地震の多いわが国では、 原子

力発電所の地盤は 、 想定されるいかな

る地震に対しても、 原子炉施設の安全

性を十分確保できるものでなければな

らない。
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地盤の特性に応じて綿密に計画され

た調査・試験を実施し 、 その結果に基

づいて 、 地盤の安定性を検討する必要

がある。（第1図）

(l) 調査・試験

地質調査は、 地表面からのポー リン

グ、 弾性波により全体の概要を把握し 、

さらに、 調査坑を掘って地中の岩盤を

直接観察して行われる。

次いで 、 地盤の工学的性質を知るた

め、 試験室内での岩石試験や現地での

岩盤試験を実施する。

(2) 地盤の特性

調査·試験の検討結果に基づいて地

盤の性状 、 岩石・岩盤物性を求める。

地盤の性状は 、 ①等方均質な地盤②

方向により性質の異なる異方性の地盤

③不均質な地盤ーなどに分類される。

岩石·岩盤物性は、 ①硬岩②軟岩③

表土、 破砕帯などーに分類される。

(3) 地盤の安定性検討

地盤特性の検討結果に基づいて 、 ①

支持力（地盤の耐力）は十分あるか②

地震時にすぺりを生じることはないか
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第1図 地盤の安全性評価 第2図 三軸圧縮試験（圧密非排水条件）
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